
  平成２９年度 第２回 富良野市国際交流審査委員会 顛末 

 

１．開会（大井係長） 

 

２．委員長あいさつ 

本日は、平成２９年度ニュージーランドラグビーキャンプの報告が２件と北海道小中学生海外研

修団の審査が３件ありますのでよろしくお願いします。 

 

３．報告事項 

国際交流事業報告  

平成２９年度 ニュージーランドラグビーキャンププログラム（平成２９年７月２１日～７月２

９日）について報告。 

 

   【事務局（大井係長）】 

    ・事業実績報告を事務局より説明 

【坂本委員長】 

 ・不明な点や、質疑等はありませんか。 

    ⇒特になし 

 

４．議事 

国際交流事業審査 

第１３次北海道小中学生海外研修団（平成３０年３月２８日～３月３１日）について報告 

 

【事務局（大井係長）】 

・事務局より申請の内容について説明 

【坂本委員長】 

 ・ご意見や質疑等はありませんか。 

【事務局（大井係長）】 

 ・申請書類の中にある訪問の目的については、保護者が記入しているように見受けられる。 

今後は申請者が小学生であっても、難しいことは書かなくてもよいので参加者本人の気持ちを

参加者の言葉で書いてもらうようにしていきたいと思う。 

【髙橋委員】 

 ・書道の研修に参加してくるというだけでなく、これから大人へ成長する基礎になっていくと

思う。今回経験してくることは、決してマイナスにならず世界が広がっていくと思う。 

【坂本委員長】 

 ・今までの参加者の報告を見ると、普段習っている先生との違いもあって参考になったという

意見が必ず出てくるし、新しいものを見て触れてくることは大事だと思う。 

【竹森委員】 

・良い機会なので、参加できたら良いと思う。 

【桐澤委員】 

 ・若い時にこういった経験ができる機会があるのは大切だと思う。 

 



【坂本委員長】 

 ・今回申請のあった３件に対して承認するということで良いか。 

 →委員長より委員へ確認し、承認される 

 

５．その他 

  出発前報告会及び参加報告会について 

    

【事務局（大井係長）】 

 ・出発前と帰国後に報告会を開催したいと考えている。審査委員の方も都合がつけば同席して

頂ければと考えている。 

 ・ここ何年か、固定された事業に申請が限定されている傾向があるが、過去には様々な事業内

容に対して申請があった。今後、事務局でも行っていくが、委員の皆様におかれましても制度

の PRをして戴いて、いろんな方に制度を利用してもらいたいと考えている。 

 

 

 

  

 


